
そのわざを通じて国家社会に奉仕する
今から120年以上前、川崎造船所を創設した川崎正蔵は技術を通じて国家と社会の発展に貢献することを決意しました。
川崎重工グループは創業の精神を引き継ぎ社会課題解決に挑み続けます。

Origin私たちの原点－－社会の役に立ちたいという思い

建設機械用油圧機器

液化水素運搬船
「すいそ ふろんてぃあ」

川崎重工グループが社会に示すソリューション
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完成車の生産開始
「明発125-500型」

日本初のジェットエンジン
「ネ-0」

国産初のガスタービン発電設備
「PU200」初納入

船の主機関として
蒸気タービンを生産開始
「船舶用蒸気タービン」

Z900RS

LNG地下式貯槽 JAXA種子島宇宙センターに
液化水素貯蔵タンクを建設

水素ガスタービン

「０系新幹線」
北海道新幹線H5系

「BK117型ヘリコプタ」初飛行当社初の航空機
「乙式一型偵察機」

川崎造船所第一番船
「貨客船伊豫丸」進水

Trent XWB-97 
copyright Rolls-Royce plc

ボーイング787ドリームライナー
（写真提供：Boeing）

わが国初のLNG運搬船引渡し

国産初の産業用ロボット
「川崎ユニメート2000」誕生

「ヘルショウ式電動油圧舵取器」

ウェハ搬送ロボット

手術支援ロボット「hinotori™」（メディカロイド） 
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安全安心リモート社会

近未来モビリティ

エネルギー・
環境ソリューション

Kawasaki CO2 Capture (KCC)-DAC
※ DAC：Direct Air Capture

配送ロボット「FORRO」

大型液化水素運搬船
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川崎正蔵が
川崎築地造船所（東京）を
開設（創業）

株式会社川崎造船所
を神戸に創立

TERYX KRX4 1000

VTOL（垂直離着陸）
無人機「K-RACER」

（新しい輸送の形を提案）

（新しい働き方・暮らしの創出）

（カーボンニュートラルを実現）

当社初の木製電動客車
「南海鉄道１形木製電車」

液水タンク

多様なエネルギーが
経済を支える

産業用ロボットの導入で
現場作業の生産性を向上

高速移動により
生活に新たな
価値を提供

航空輸送による
人とモノの高速移動が
暮らしを変化

海運がわが国の
産業・生活を変える

鉄道が陸運の
重要な輸送手段となり
近代化を加速

大型航空機により
長距離輸送の
増大ニーズに応える

オフロードやレジャーが
新たなライフスタイルとして定着

暮らしとつながる
ソーシャルロボット

全世界でカーボン
ニュートラルに向けた
取り組みが広がる

事業を支える基盤 財務・企業データ川崎重工について マネジメントメッセージ 戦略とパフォーマンス
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